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２１期生センター試験まで 
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21期生の弱点：全国平均以下の分野（特に平均得点率が低い分野） 

 【国語】①小説、②評論 

 【数学】ⅠA：①場合の数と確率，②図形の性質、③図形と計量 

     ⅡB：①数列、②ベクトル、③指数・対数関数，三角関数 

 【英語】筆記：①文法・語句整序・応答文完成、②発音・アクセント 

   リスニング：平均点以下無し!! （ただしモノローグ・討論の得点率が比較的低い） 
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＜設定＞コース・教科・科目：国数英総合グラフ：折れ線 縦軸：全国偏差値
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まだまだ伸ばせる！ センター試験得点アップのプチテク集 

国語 数学 英語 

【「引っかけ」の選択肢にハマりやすい】 

⇒本文と選択肢をよく見比べる! 

 解答の根拠は、必ず本文中にあります。少

しでも本文と違う点があったら、その選択肢

は間違っている可能性が高いです。選択肢の

文章と本文を照らし合わせて、本文に書いて

いないこと、間違っていることがあったら、

選択肢のその部分に小さく「×」印をつけま

しょう。解答を絞り込みやすくなりますよ。 

⇒筆者の主張を見抜くポイント 

 筆者の主張は「…ではないだろうか」「…だ

と言える」といった形で表されることが多

いです。また、「しかし」「だが」など、逆接の後

ろにも重要な考えが述べられていることが

多いです。筆者の主張を見つけたら、その前

後の文脈から「主張の根拠」を見つけましょ

う。「なぜなら…」や「…からである」といった

表現がヒントになりますよ。見るべき場所さ

え間違えなければ、選択肢に迷わなくてすむ

はずです。 

 

【ⅠA･ⅡBの合計が100点に届かない】 

⇒教科書をベースに基礎を固めて! 

 教科書にはごく簡単な問題がたくさ

ん載っています。特に例題は、公式や概

念をシンプルに使って解くことができ

るので、基本を理解するのにうってつ

けです。質問者さんの得点を見るとま

だ基礎が固まっていないようですか

ら、例題をはじめとした教科書の問題

を読んだり解いたりして、基礎の理解

を深めることを優先しましょう。 

⇒模試や定期ﾃｽﾄから「苦手」を探そう 

 今までに受けた模試や定期テストを

見直して、苦手分野を洗い出しましょ

う。対策しないまま苦手を残している

と、「他の人は解ける簡単な問題」を間

違えてしまうかもしれません。逆に、補

強しておけば基礎問題に対応できる可

能性が高まりますから、点数を上げや

すいですよ。 

【長文読解に時間がかかり、得点が伸

びない】 

⇒問題文を先に読むのが鉄板 

 本文を読んでから問題に取り組ん

でいるようなら、順番を逆にしてみま

しょう。先に問題に目を通すことで、

どこが解答の根拠になりそうか、予想

しながら本文を読み進められます。読

解と解答、両方のスピードを上げられ

るはずです。 

⇒メモを残しながら本文を読む 

 一段落読み進めるごとに、大筋の内

容をわかる範囲でいいのでメモしま

しょう。問題に取り組む時に、根拠に

すべき場所を見つけやすくなります。

答え合わせの時も、本文のどの部分の

理解を間違っていたのかすぐにわか

るため、読解力を上げやすくなりま

す。 

Benesse ﾏﾅﾋﾞｼﾞｮﾝ ﾏﾅﾌﾟﾗより転載 

平均点偏差値は

５期生中 1 位!! 


